
第１章 総 則

第１条 本会は福島大学理工学群共生システム理工学類学生自治会と称し, 事務所を福島市金谷川１

福島大学内に置く｡

第２条 本会は, 本学類生をもって構成する｡

第３条 本会は, 会員の自主的活動を援助し, 有意義な学生生活と大学の向上をはかることを目的とする｡

第４条 本会は, 目的達成のために次の活動をなす｡

１ 大学祭, 新入生歓迎活動などの学生主催による行事に関すること｡

２ 学生個人の自主的学習活動援助に関すること｡

３ 学外諸団体との, 加盟・提携・連絡・交渉に関すること｡

４ その他本会運営に関すること｡

第５条 本会は, 目標達成のために次の機関を置く｡

１ 執行委員会

２ 監査委員会

３ 選挙管理委員会

第２章 執行委員会

第６条 執行委員会は次の役員によって構成される｡

委 員 長 １名

副 委 員 長 １名

執 行 委 員 15名程度

第７条 役員は立候補制をとり, 別に定める選挙規定により選出される｡

第８条 役員の任務は次の通りである｡

１ 委員長は本会の業務を統率し, これを代表する｡

２ 副委員長は委員長を補佐する｡

３ 委員長・副委員長は学生会の業務・方針について提案し, これを執行委員会で審議する｡

第９条 執行委員の責任は連帯責任とする｡

第10条 役員の任期は役員選挙が終了した次の日から１年とする｡

第11条 執行委員会は次の場合に委員長が召集しなければならない｡

１ 定例会 (週１回)

２ 臨時会

� 委員長が必要と認めた場合

� 執行委員会委員の３分の１が必要と認めた場合

第12条 執行委員会の権限並びに責任は次の通りである｡

１ 学生総会議決事項の執行

２ 学生総会の議案作成並びに告知

３ 本規約の修正変更の原案の作成

４ 学内団体並びに学外との連絡協議

第13条 執行委員会には次の機関をおくものとする｡ 執行委員の間で互選し各局に委員を選出し, 任
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務を執行する｡

１ 書記局 (諸会議の記録・報告にあたる)

２ 会計局 (執行委員会, 学内団体の予算・決算の作成及び執行委員会の出納に関わる)

３ 広報局 (資料・看板等の作成にあたる)

４ 渉外局 (関連団体との連絡・調整にあたる)

５ 庶務局 (自治会の諸活動, 並びに上記執行委員の補佐にあたる)

第３章 学 生 総 会

第14条 学生総会は本会の最高議決機関であって, 全共生システム理工学類生の７分の１以上の参加

者によって成立し, その議決は出席会員の多数決による｡ 但し出席不可能なる者は議長に委任状を

提出し, 総会の決定に従う｡ 委任状は定足数の３分の１を超えないものとする｡

第15条 学生総会において次のことを審議する｡

１ 自治会執行委員会の活動方針に関すること｡

２ 執行委員会及び学内団体の予算・決算に関すること｡

３ 執行委員選挙に関すること｡

４ その他必要な事項｡

第16条 学生総会は次の場合実施する｡

１ 定期総会 (年１回)

２ 臨時総会

� 委員長が必要と認めた場合｡

� 全会員の７分の１以上の同意署名による要求があった場合｡

第４章 支 援 団 体

第17条 本会は以下の機関と提携する｡ 各団体の運営は, 各組織の代表者と執行委員が密接な連絡を

とって行う｡

１ 統一サークル連合

２ 大学祭実行委員会

３ 学内新入生歓迎運動実行委員会

第５章 会 計

第18条 本会の経費は年会費, 入会金をもってこれに当てる｡

第19条 会員は年会費5,000円を, 入学時に４年分一括納入すること｡ なお留年生に関しては会費を

課さない｡

第20条 入会金は入会員により500円徴収する｡

第21条 会計年度は学生総会成立後より次年度の学生総会成立直前までとする｡

第６章 附 則

第22条 本規約の改廃の議決は, 学生総会の４分の３以上の同意による｡

第23条 本規約は2005年６月22日より施行する｡

第24条 本規約は2006年６月28日に改正｡
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